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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトの成果は以下の通り。1.異文化間コンピテンシー測定ツールのレビュ
ーを行い、MGUDS-Sを採用。マレー語版、タイ語版、モンゴル語版を完成させ、調査の効率化を図った。2.gPBL
の体系化を目的に、教員と国際部職員を対象にヒアリングを実施。3.オンライン短期語学研修とgPBLの効果測定
を行い、課題の抽出・改善案を検証。4.国際学会でコロナ禍におけるオンライン留学プログラムの効果測定につ
いて発表し、Outstanding Paper AwardとBest Diversity Paper Awardを受賞。5.最終年は、国際学会・論文発
表42件と書籍出版1件、合計43件の成果を上げた。

研究成果の概要（英文）：The overall achievements of this project are as follows: 1. Conducted a 
literature review on global competence assessment tools and adapted Miville-Guzman 
Universality-Diversity Scale-Short form (MGUDS-S). Completed Malay, Thai, and Mongolian versions of 
MGUDS-S, leading to the streamlining of global competence surveys. 2. Conducted interviews with 
faculty and international department staff to systematize gPBL. 3. Conducted assessments on the 
effectiveness of online short-term English training programs and online gPBLs, extracting issues and
 validating proposals for the possible solutions. 4. Presented papers on the evaluation of online 
study abroad programs during the COVID-19 pandemic and received the Outstanding Paper Award (IIAI 
AAI 2021) and the Best Diversity Paper Award (ASEE 2023). 5. In the final year, a total of 43 
accomplishments, including 42 international conference papers and journal publications as well as 
and 1 book publication.

研究分野：人文・社会・教育学・英文学・高等教育学

キーワード： 多言語調査票　MGUDS-S　オンライン留学・国際プログラム　グローバル・異文化コンピテンシー　グロ
ーバルPBL（gPBL）　留学効果測定　コロナ禍（COVID-19）　教職・協働
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研究成果の学術的意義や社会的意義
国内における留学測定ツールではBEVIが注目されているが、BEVIは回答時間に30分要し、コストもかかる。本研
究では、MGUDS-Sを採用し、本学独自の学生満足度調査票、及びCEFR Can-Doリストとマージさせた。その結果、
コスト面、回答時間の負担軽減した「留学プログラム効果測定調査票フレームワーク」が完成し、理工系学生に
適した測定方法及び短期留学プログラムの評価指標を確立することができた。本研究が開発した調査表の回答所
要時間は、10分である。また、調査の効率化と社会価値に繋がる調査票を目指し、多言語版（英語、日本語、マ
レー語、タイ語、モンゴル語）調査票を開発した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、各大学では近年の大学グローバル化に伴い、異なる言語や文化的背景を持つ相手を理解
する傾聴のスキル、意見や価値観の対立といったコンフリクトに対応できる人材の育成が課題
となっている。高等教育の分野では、このような動きに伴い、異文化間コンピテンシーの育成を
教育目標に取り入れる動きが進んでいる。異文化間コンピテンシーとは、異文化に対する感受性
や、共感力、環境対応能力を意味する。 

 
本研究の学術的背景としては、欧州の European Commissionの助成を受けたModularising 

Multilingual and Multicultural Academic Communication Competence（MAGICC）プロジェ
クトによる言語コミュニケーションを中心とした学修成果指標の作成とアセスメントへの活用
や、北米の Association of American Colleges and Universitiesによる Global Learning Value 
Rubricの開発など、高等教育における評価研究の進展がある。国内における留学測定ツールは、
これまでプログラム運営担当者によって独自に開発されたものが多かったが、近年注目を集め
ているのが米国 James Madison 大学の Shealy 博士が中心となって開発した Beliefs, Events, 
and Values Inventory（BEVI）である。文部科学省後援による「留学の学修成果分析（BEVI-
j）シンポジウム」が開催される等、BEVIの留学の効果測定への応用が注目されており、実際に
複数の大学で導入するケースもみられる。 
 
しかし、その一方で BEVI は有料研修を受けた実施者が必要で、アセスメントの使用料も発
生するため、コスト面でのハードルが高いのが難点である。また、回答時間に 30分要するため、
回答者の負担が大きく、導入に踏み切れない大学も少なくない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、既にある異文化間コンピテンシー測定ツールの特性、指標と評価方法に着目
し、理工系学生に適した測定方法及び短期留学プログラムの評価指標を確立することである。プ
ログラムの質を継続的な向上に導くためには、PDCA に基づいた議論を要するが、教職協働で
研究を実施することで、①数値データをもとに議論する文化の醸成、②効果的な PDCA サイク
ルの実践、及び③質の高いプログラムの開発に繋がり、意義のある研究になることが期待できる。
上記背景を踏まえ、本研究ではコストのかからず、回答者の負担も少ない、異文化間コンピテン
シーの醸成と調査の効率化目的とした多言語版留学評価ツールの開発を目指す。具体的には、英
語・日本語・マレー語・タイ語の調査票を作成し、予備的調査で調査票の有効性を検証し、最終
的には国内外の大学で展開可能な多言語調査票の開発を目指す。 
 
 
３．研究の方法 
1) 異文化間コンピテンシーの調査方法の検討、及び予備的調査の実施 
本研究では、短期留学プログラムの質保証と有効性評価を目的としたアセスメント研究に焦
点をおく。まず、異文化間コンピテンシー測定ツールに関する文献をレビューする。次に、個々
の測定ツールの応用的価値の相対化を図り、理工系大学に適した測定ツールを選定する。測定ツ
ールの選定後、作成者に使用や日本語化の許諾を得た上で、プログラム参加者を対象にパイロッ
ト調査を実施し、統計的手法を用いて測定ツールの有効性を検証する。 
 
2) 多言語調査票の作成と予備的調査の実施 
上記 1)で選定した調査票の作成者に多言語化の許諾を得た上で、多言語化作業に着手する。
マレー語版作成については、マレーシア協定校のマレーシア工科大学や本学工学部先進国際課
程（IGP）所属のマレーシア人教員と協働で行う。パイロット調査は、本学開催のグローバル PBL
等に参加するマレーシア人留学生を主な対象者として実施する。タイ語版については、タイ協定
校のキングモンクット工科大学、及びスラナリー工科大学の教職員と協働で行う。本学開催のグ
ローバル PBL 等に参加するタイ人留学生を主な対象者としてパイロット調査を行い、その有効
性を検証する。 
 
本研究計画を遂行するための 2つの研究テーマと行程は、図１「研究スケジュール」が示すよ
うに構図化される。令和 2年度から 3年度は、異文化間コンピテンシーの調査方法の検討、理工
系大学に適した短期留学プログラムの測定ツールの検討、予備的調査（日本語版）の実施、及び
マレー語版試訳と予備調査を行う。令和 3年度から 4年度は、1年目の究結果を踏まえて、多言
語調査票（マレー語版とタイ語版）の作成と予備的調査を進める。テーマ①と②の結果を総合的
に踏まえて、評価方法の有効性を統計的手法で検証する。 

 



図 1 研究スケジュール 
 
 
４．研究成果 
【2020 年度】 
2020 年度は、コロナ禍で多くの留学グラムが中止、または延期となったが、MGUDS-S 開発者の
コロンビア大学 Prof. Miville から、本研究の方向性について全面的な賛同を得た上で、2021
年度実施の全てのプログラム内で MGUDS-S の使用許諾を得ることが出来たことは大きな成果で
あった。マレーシア工科大学の教員、及び本学工学部先進国際課程（IGP）所属教員の協力のも
と、MGUDS-S マレー語化作業についても着手した。研究成果は、第 42 回大学教育学会（オンラ
イン）、および DSIR 2020（オンライン）で発表した。 
 
 留学プログラムについては、教職協働でオンライン化推進を図り、本研究も「コロナ禍にお
けるオンライン留学プログラムの効果測定」というタイムリーなアプローチで実施することが
出来た。英語版の MGUDS-S Web 調査票も完成し、日本人以外の参加者にも積極的に調査を実施し
た。 最終的に、2020 年度の調査では、事前調査日本版 362 人、事前調査英語版 88 人、事後調
査日本版 412 人、事後調査英語版 84人のデータが得られた。このうち、複数プログラムへの参
加者を除いた日本版 275 人、英語版 55 人のデータをもとに、事前・事後のスコア変化を T検定
で分析した。主な結果は以下の通りである。 
 
1.MGUDS-S の総合スコア・下位スコア、CEFR の 5 領域自己申告スコアにおいて点数が上昇した。
2.T 検定からスコアの上昇は、日本語版はすべての項目で統計的に有意であった。 
3.英語版は CEGR C（会話力）の項目だけが統計的に有意であった（5%水準：T値 0.027）。 
4.効果量は、Cohen の d と Hedges の g における高い相関係数を考慮し、差の不偏標準偏差につ
いて算出した。 
5.日本後版の効果量は、0.2 から 0.5 である。小から中程度の効果があったといえる。 
6.英語版の効果量は、すべての項目について 0.2 未満である。CEFR の会話力（0.19）に小さな
効果があったといえる。 
 
【2021 年度】 
本研究では、留学プログラム測定ツールとして MGUDS-S を採用したが、これに本学独自に開発
した学生満足度調査票、及び CEFR Can-Do リストとマージさせることで、表 1「芝浦工業大学留
学プログラム効果測定調査票フレームワーク」を完成させた（下記参照）。これを用いて 2021 年
度に本学で実施したオンライン短期語学研修及び、オンライン gPBL の効果測定を行った結果、
オンライン短期語学研修についてはグローバル・コンピテンシー（MGUDS）のスコアが、事前と
事後で大きく伸びたのに対し、グローバル PBL は統計的に有意な効果を認めらない結果が得ら
れた（表 2参照）。CERF-Can Do List や Student Satisfaction questionnaire においても、オ
ンライン gPBL よりもオンライン短期語学研修の方が良い結果が出ており、オンライン gPBL の
文脈における潜在的な課題を示唆している。 
 
 
 
 

1年目（令和2年度）

英語版
・既存調査票のレビュー
・翻訳

日本語版
・既存調査票のレビュー
・パイロット版作成
・語学研修での予備的
調査とデータ回収、分析

2年目（令和3年度）

日本語版
・本調査と分析（語学研修）
・gPBL対象の調査への拡張

マレー語版
・翻訳と協力校開拓
・gPBLでの予備的調査と
データ回収、分析

調査結果の日米比較研究

3年目（令和4年度）

日本語版
・本調査と分析
（語学研修、gPBL）

マレー語版
・本調査と分析（gPBL）

調査結果の日マ比較研究

最終評価/成果物



表 1 芝浦工業大学留学プログラム効果測定調査票フレームワーク（英語版） 
 

 
 
 

表 2 2021 年度オンライン短期語学研修・gPBL の効果測定結果 

 
 

 

【2022年度】 

2022年度も、引き続き「芝浦工業大学留学プログラム効果測定調査票フレームワーク」を

用いて、主に gPBL の分析を行った。海外の協定校と実施する gPBL は、プログラム毎に専門性

やテーマが多様化しており、設計・実施方法については、担当教員の暗黙知のレベルに留まっ

ている。そこで、本プロジェクトでは、gPBL 担当教員と実務担当の国際部職員を対象にヒアリ

ングを実施し、学内 gPBL の体系化を図った（表 3参照）。 

また、前述の 2021 年度に実施したオンライン短期語学研修とオンライン gPBL の全学的な効

果測定結果（表 2）についてクロス解析を実施し、gPBL の潜在的な課題の抽出に繋げた。更

に、一部プログラムでは、抽出された課題に基づく改善案の検証、及び改善後のプログラム効

果測定を実施することが出来た。また、調査の効率化と社会価値に繋がる調査票の開発を目指

し、「芝浦工業大学留学プログラム効果測定調査票フレームワーク」を多言語化した。最終的



に、当初予定していた英語版、日本語版、マレー語版、タイ語版に加えて、サレジオ高専との

協働でモンゴル語版も完成させることが出来た。 

 
表 3 Basic procedure for implementing gPBLs 

 

 
Source: Hatsuko Yoshikubo: Creating Innovation: Designing Formats for Sustainable Global Project-
Based Learning Programs, APAIE 2023, Bangkok, Thailand, March 2023. 

 

以上、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、当初予定していた対面での調査実

施は出来なくなったが、まず上記表 1で示した「芝浦工業大学留学プログラム効果測定調査

票フレームワーク」とその多言語版を完成させることができた。これにより、コロナ禍におけ

るオンライン留学プログラムの効果測定と課題の抽出というテーマでプロジェクトを実施

することが出来た。結果、国際学会 The 10th International Congress on Advanced 

Applied Informatics (IIA AAI 2021)では Outstanding Paper Awardを、The 2023 

American Society for Engineering Education (ASEE) Annual Conference & Exposition

では Best Diversity Paper Awardを受賞する結果にも繋がった。プロジェクト最終年は、

国際学会・論文発表 42件、書籍出版 1件、合計 43件の成果に繋げることができた

（2022年度に発表、または発表が決定し 2023年 6月報告書時点までに発表済の本数合

計）。 

1. Finding a partner university: If your university has an alumnus who is working at an 
overseas university, this can often be the easiest way to start the process of partnering 
with them to run a gPBL.

2. Making agreements and partnerships if there is no already-existing Memorandum of 
Understanding (MOU) between your institution and the partner university.

3. Designing the content and preparing for the launch of the gPBL with the partner 
university.

4. Recruitment of participants for the program.

5. Implementation of the gPBL.

6. Conducting a follow-up survey with participants, faculty members, and staff.

7. Program Evaluation.

8. Publicising the program and its results, for example by submitting papers and giving 
presentations at international conferences such as APAIE.

9. Sharing your gPBL know-how within your university, in order to allow for the expansion 
of future programs.

10.Ongoing implementation of the gPBL, such as making proposals for changes to 
subsequent programs, scheduling, and having continued communication with the 
partner university.
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